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参考
施設所属の教員の研究内容および共同利用・共同研究に供することのできる施設・設備（ホームページURL）
筑波大学下田臨海実験センター
稲葉一男（教授）
鞭毛繊毛の構造と機能、精子の構造と機能、受精と環境、分子モーターダイニンの構造と機能、海産生物のプロテオーム解析、タンパク質の分離精製
齋藤康典（准教授）
群体ボヤの系統分類、発生、カイメン類の発生、海産生物の自己非自己認識機構
笹倉靖徳（准教授）
ホヤ初期発生、後期発生の機構、ホヤを中心とした海産生物トランスジェニック技術、分子遺伝学、ホヤ純系の作製技術
Sonja Rueckert
下田周辺の魚類寄生種の多様性と生理、アピコンプレックス門グ

　　　（准教授）
レガリン類を中心とした海産生物寄生種の進化系統学

青木優和（講師）
沿岸ベントスの移動と分散の過程、小型甲殻類の分類と生態、海底基盤を利用した海中林の実験生態，藻場および流れ藻生態系における動植物間相互作用
谷口俊介（助教）
ウニ初期発生、ウニ体軸形成の分子機構、ウニ神経系の分化およびネットワーク形成機構
柴　小菊（助教）
鞭毛繊毛の運動機構の生理学、細胞におけるカルシウムイメージング、運動の高速ビデオによる解析
守田昌哉（助教）
受精環境と生殖、魚類精子の運動調節、サンゴの生殖生理

中野裕昭（助教）
珍渦虫、センモウヒラムシ等海産無脊椎動物の発生、進化系統学

和田茂樹（助教）
沿岸生態系と海洋炭素循環、地球環境、藻類による有機物生産

【施設・設備】（URL: : http://www.shimoda.tsukuba.ac.jp/）
研究棟３棟、宿泊棟、実習棟、潜水設備、研究船３隻。
質量分析計、DNAシーケンサー、PCR装置（定量PCR含む）、遺伝子導入装置、オートクレーブ、乾熱滅菌器、マイクロプレートリーダー、電気泳動装置、化学発光ゲル撮影装置、各種遠心機、各種光学顕鏡、共焦点レーザー顕微鏡、電子顕微鏡（TEM, SEM）、軟エックス線撮影装置、光学顕微鏡用切片作製装置、カルシウムイメージング装置、CCDカメラ、高速ビデオカメラ、HPLC、凍結乾燥機、ロータリエバポレータ、分光光度計、蛍光分光計、インキュベータ、超低温槽などの研究機器。
海産生物飼育施設、恒温循環水槽、低温室、組換えDNA実験室（P1, P2）、実験動物飼育室（マウス）、トランスジェニックホヤ維持施設、低温室、セミナー室、会議室、図書室。
東京大学海洋基礎生物学研究推進センター
赤坂甲治（教授）
棘皮動物のボディープランの進化とゲノム構造、生体防御・体液凝固システム、血管内皮細胞・グリア細胞の形態形成にかかわる新規細胞外マトリクスの作用機構、クロマチンの境界インスレーターの作用機構

窪川かおる（特任教授）ナメクジウオを材料とした脊椎動物への進化に関する研究、ナメクジウオ神経索の詳細構造，性ステロイドの生殖調節機構、神経内分泌系の進化機構，甲状腺原基の元素動態

近藤真理子（准教授）
棘皮動物の強い再生能力を活用した再生機構、再生の進化機構

吉田　学（准教授）
受精における分子機構の共通性と種特異性、精子機能調節に関するシグナル伝達機構、精子走化性の進化機構
黒川大輔（助教）
頭部構造の進化をもたらす分子機構

伊勢優史（特任助教）
海綿動物の多様性解明のための分類、系統、進化、生態及び比較ゲノム

【施設・設備】(URL::http://www2.mmbs.s.u-tokyo.ac.jp/marinebio/index.html)
研究棟２棟、宿泊棟、水族・標本室、潜水設備、研究船臨海丸 （17t、定員25名、６mmワイヤー付きウィンチ、Ａフレーム、高性能魚探、バウスラスター等を備える）、船外機付き小型和船2隻、木造和船（櫓櫂船）１隻、

DNAシーケンサー、遺伝子導入装置、PCR装置（定量PCR含む）、電気泳動装置、超遠心機、冷却遠心機、遠心濃縮機、HPLC、蛍光顕微鏡、ノマルスキー式微分干渉顕微鏡、実習用顕微鏡（40台）、実体顕微鏡（20台）、細胞内イメージング装置、高速度精子運動解析装置、蛍光分光光度計、分光光度計、CO2インキュベータ、インキュベータ、ロータリエバポレータ、クラスII安全キャビネット、クリーンベンチ、ドラフト、ミクロトーム、超低温槽、冷蔵庫等、超低温槽などの研究機器。

海産生物飼育施設（屋内、筏）、恒温循環水槽、低温室、恒温室（20℃）、放射性同位元素実験室、組換えDNA実験室(P1、P2)、P1A実験動物飼育室（マウス、ホヤ、小型魚類）、実習室（大（40名）、小（20名））、共同利用研究者実験室（2室）、共同利用研究者研究室（10室）、セミナー室、会議室、図書室、資料室、宿泊室（14室）、食堂、浴室、シャワー室。

